
2.授業のねらい① ー 英語の授業でも「地域」と関わろう ー

1.誕生の背景 ー キッチンカーの「英語メニュー」 ー

短大生が「協創力」でインバウンド客用の「英語メニュー」を作ってみた

短期大学授業（三國担当）「接客英語Ⅰ」

3.授業のねらい② ー 「協創力」で短大ディプロマポリシーを達成しよう ー

4月のとある授業の日。教室の外に出て、みんなでキッチンカーを訪ねました。店舗で45年
間焼肉屋を経営されていたご夫婦がコロナ禍で店舗を閉めてキッチンカーを始めたこと、東京
３か所・神奈川２か所で毎日場所を変えて営業していること、弁当で使用している肉の質には
自信があることなど、たくさんのお話を伺いました。
学生の側から、自分たちが英語を使って役に立てることはないかとお尋ねしたところ、「イ
ンバウンド客が増えてきたこともあって、英語のメニューを作ってくれると助かります」とい
うお二人の希望を聞きました。
教室に戻った学生は、さっそく、一般的なレストラン等の飲食店の英語メニューについて調
べてみました。メニューにはどのような情報が必要かなどチェックしました。
インバウンド客を対象にすると、宗教上の理由で食べられない肉があるこ
ともわかり、したがって鶏肉・豚肉・牛肉等の区分をわかりやすく伝える方
法などについてもみんなで議論しました。

「協創力」は、「周りの人と協力ができ、新しいものを創発できる
力」として、城西大学・城西短期大学では、その力を育むことが大事
な教育目標であるとされています。
また、短期大学のディプロマポリシーには、自立した社会人として

求められる「人間力」を育むことが基本的学習成果とされています。

学生同士が、それぞれの考えに基づいた自分の意見を伝え合いなが
ら（考える力）、お互いの意見に耳を傾けながらも協力して（協力す
る力）、地域の人々と積極的に交流し（前に踏み出す力）、新しい価
値を創造する力（協創力）を、この授業を通して育んでもらうことを
目指しました。

写真(上) 最高ランクのA5牛肉を使用した
「A5和牛とろとろ弁当」

2023年度前期に紀尾井町キャンパスで開講された「接客英語Ⅰ」では、1号棟キャンパスの向かい
で営業している焼肉弁当のキッチンカー（暖欒亭）の英語メニューを作成しました。
もともと「接客英語Ⅰ/Ⅱ」では、「英語を使うアクティビティ」を通して、社会に出てからも英
語を使えるようにすることを目標にし、さまざまな英語活動に取り組んできました。
今年度では、さらに、①教室の外に出て「地域」と関わる活動をしてみること、②「協創力」を発
揮して英語を学んだことの成果をカタチにすること、を目標としました。
紀尾井町キャンパス周辺は、新型コロナウイルスの感染が収束してきたこともあり、インバウンド
客が増加しています。ランチの時間帯には、外国人で賑わっているレストランもたくさん見られます。
そこで、大学周辺地域で、英語を使って①地域と関わり②協創力を発揮できるようなアクティビティ
をみんなで考えたところ、キャンパス前のキッチンカーに目がとまったのでした。



4.授業の展開① ー みんなで「協」力して「創」り出そう ー

5.授業の展開② ー 外国人旅行者にインタビューをして確かめよう ー

6.授業の展開③ ー 完成した作品を届けよう ー

InstagramのQRコード曜日毎の出店場所情報

メニューのデザインをする作業は、
グループに分かれて進めました。グ
ループでそれぞれの役割を決めて、
授業時間だけでなくそれ以外の時間
も使って取り組みました。
焼肉弁当のあたたかいイメージか
ら、メニュー全体のデザインも暖色
系でまとめることにしました。

メニューに必要な情報の整理もし
ました。原材料から気をつけるべき
アレルギー源についての情報をあげ
るようにするなど、みんなの話し合
いによって修正と改善を繰り返して
いきました。メニューを手に取る外
国人の目線を常に忘れないように心
がけました。

数回の修正を加えたメニューを、最後に、外国人
に実際に見てもらいアドバイスをもらうことにしま
した。4人グループで、紀尾井町周辺を歩いている
外国人に英語で声をかけ、メニューの英語の意味が
通じるか、もっと良い表現はないか、と質問しまし
た。緊張していた学生たちも「前に踏み出す力」を
発揮し、最後には全員が声をかけていました。
「Japanese beefではなくwagyuの方がいいよ」な

ど、具体的なアドバイスをたくさんくれました。学
生たちも英語でコミュニケーションがとれたことで
自信も生まれ、英語に対する学習意欲も高まってい
るようでした。「外国人はみんな優しかった」と嬉
しそうに話してくれた学生の笑顔が印象的でした。

外国人に英語表記についてアドバイスを
もらった点について、さっそく修正し、英
語メニューを完成させました。
表面は、暖欒亭の歴史や営業時間や場所
についての説明、裏面は、４種類の焼肉弁
当について、名称・材料・値段・特徴が書
かれています。日本語や英語がわからない
外国人のために、イラストでも情報を伝え
ています。
こうして、すべて学生の手による「英語
メニュー」が完成しました。

デザインしたメニューを、暖欒亭
のご夫婦に一度見てもらいました。
デザインの希望もお聞きしました。
また、英語の得意な人に英語のスペ
ルや文法の間違いを指摘してもらい
ました。そうしたことをすべて修正
して、また新しいバージョンのメ
ニューが出来上がりました。

どの作業も、グループのメンバー
が集まり、確認し合いながら進めま
した。メンバーと協力しながら作業
をすると、自分ひとりでは気が付か
なかった視点が得られたり、おもし
ろいアイディアが浮かんだり、みん
なで創造する楽しさを感じることが
できました。

肉の種類をイラストで

写真(上) 全員集合して記念写真を撮りました

アレルギーにも配慮




